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 中林の獅子舞は、10 月中旬の春日
か す が

神社の秋祭りに合わ

せて巡行します。獅子頭は、桐材
きりざい

漆塗
うるしぬり

の雌
め

獅子で、明治

23年（1890）金沢市の山本喜
やまもとき

六
ろく

の銘
めい

が刻
きざ

まれています。 

 獅子殺しを主体とし、棒振りは、棒、薙刀、太刀、尺八、

鎖鎌を用い、１人から３人で演舞します。武器を用いない

無手の演目もあります。 

 明治初期に町田半兵衛の門下で水野一伝流を学んだ西

村清太郎が中林に道場を開き、その棒術を、中林をはじめ

とした近郊の門下生に教伝しました。さらに柔術（無手）

等の流派を取り入れ、今日の演舞の形態になったと伝え

られています。 
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